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1 概 説 

 

 ＡＤＳＰ３２４－１４１は「ＡＤＳＰシリーズ」のＤＳＰボード専用の多チャンネルＡ／Ｄ＆

Ｄ／Ａ変換ボードです。 

 

主な機能は 

 

① 本ボードは８台まで増設可能です。 

② Ａ／Ｄコンバータは１６ｃｈの同時変換が可能である。Ｄ／Ａコンバータは８ｃｈを

任意に出力することができます。また外部変換開始信号によりＤ／Ａの同時変換も可

能です。（ｵﾌﾟｼｮﾝで 12ｃｈ可能） 

③ ＤＳＰボードに対する割り込みの発生はＡ／Ｄ変換の終了であり、割り込みをマスク

することも可能です。 

④ 複数のボードからＩＮＴ３の割り込みが発生した場合でも割り込みフラグを設定する

事により８種類の識別が可能です。 

⑤ 本ボードには自動変換開始機能があり外部変換開始信号に同期させてＡ／Ｄコンバー

タとＤ／Ａコンバータの変換を同時に開始することができる。（3.4） 

外部変換開始信号は 

○ＤＳＰのオンチップタイマ０のカウントアップによるクロックアウト（ＴＣＬＫ０）

信号 

○外部クロック信号 

 の２種類がありいずれか一方を選択することができます。 

 またＡ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器を最大１２８，９６ｃｈまで同時変換させることができ

ます。 

 

等があり、デジタル信号処理のアプリケーションに適した構成になっています。 
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2 基本仕様 

2.1 精度及び機能 

□ Ａ／Ｄコンバータ部 

① 分解能 １２ｂｉｔ 

② 変換時間 １０μｓｅｃ 

③ チャンネル数 １６ｃｈ 

④ 変換順序 １６ｃｈ同時変換 

⑤ 入力方式 作動入力 

⑥ 入力電圧範囲 ±１０Ｖ 

⑦ 入力インピーダンス １０
10

 Ω 

⑧ 自動変換開始機能 外部変換開始信号に同期して全チャンネル同時変換 

 

□ Ｄ／Ａコンバータ部 

① 分解能 １６ｂｉｔ 

② 変換時間 ６μｓｅｃ／ｃｈ（標準値） 

③ チャンネル数 ８ｃｈ（オプションで１２ｃｈ） 

④ 変換順序 任意チャンネル変換、または８ｃｈ同時変換 

⑤ 出力電圧範囲 ±１０Ｖ 

⑥ 出力電流 最大 ±５ｍＡ 

⑦ 出力インピーダンス ０．１Ω 

⑧ 自動変換開始機能 外部変換開始信号（＊ＥＸＴＣＬＫ・＊ＴＣＬＫ０） 

 に同期して全チャンネル同時変換 

 

□ 割り込み 

① 割り込みの発生源 Ａ／Ｄ変換（ＢＵＳＹ）の終了 

② 割り込みレベル ＩＮＴ３ 

③ 割り込みフラグ ＩＮＴ３の８種類の識別可能 

④ 割り込みパルス幅 約１００ｎｓｅｃ 

 

□ 外部変換開始信号 

① ＤＳＰのオンチップタイマ０のカウントアップによるクロックアウト（ＴＣＬＫ０） 

信号 

② 外部クロック信号ＴＴＬレベル・負論理・立ち下がりエッヂ入力プルア 

               ップ抵抗 ４．７ＫΩ 

 

□電源  デジタル回路電源（ISA ﾊﾞｽ供給） ＤＣ ＋５Ｖ（2Ａ） 

 アナログ回路電源（外部電源供給） ＤＣ ±１５Ｖ（±0.5Ａ） 

             〃          ＤＣ ＋５Ｖ（0.6Ａ） 

       推奨アナログ電源（別売）  GT2.5W-15(COSEL)、G1-5(COSEL) 
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2.2 コネクタ、ディップスイッチ、ボリュームの配置 
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図 1 ＡＤＳＰ３２４－１４１部品配置図 
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2.3 出荷時の設定 

 

DSW101   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

■■■■ ■■ 

    ■  ■ 
    ボードアドレス：９００２８０ｈ 

 

DSW102   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

■ ■■■■■■ 

 ■ 
    ボードアドレス：９００２８０ｈ 

 

DSW103   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

     ■■ 

■■■■■  ■ 
    ボードアドレス：９００２８０ｈ 

 

DSW104   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

 

■■■■■■■■ 
    割り込みフラグ：設定無し 

 

 

図 2 ディップスイッチの出荷時設定 
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2.4 ボードの設置方法 

 

１． 本ボードを拡張スロットに装着します。 

 

２． ＤＳＰボードのコネクタ（ＣＮ**）と、本ボードのＣＮ１１を拡張バスケーブルで接

続します。 

ＡＤＳＰ３２４－１４１ ＤＳＰボード 

ＡＤＳＰ３２４－００Ａ：ＣＮ１２ 
ＣＮ１１ 

ＡＤＳＰ６７４－００ ：ＣＮ１１ 

 

 

 

拡張バスケーブ ＡＤＳＰ３２４－１５ オプション 

 

Ａ／Ｄ入力とＤ／Ａ出力、アナログ電源は下記のコネクタに接続します。 

ピン配置は、表 28、表 29、表 30を参照して下さい。 

 

 

機 種 Ａ／Ｄ入力とＤ／Ａ出力コネクタ アナログ電源コネクタ 

ＡＤＳＰ３２４－１４１ ＣＮ１２、ＣＮ１３ ＣＮ１４ 

 

 

表 1 アナログ入出力、アナログ電源コネクタ表 
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2.5 入出力信号の接続方法 

 

１． Ｄ／Ａコンバータの出力は 

 

     ＯＵＴ＊    Ｄ／Ａコンバータの出力 

     ＡＧＮＤ    アナロググランド 

 

で１組の出力回路を構成しています。入出力用コネクターの信号配置は表２９、表３０ 

を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 アナログ電圧出力 

○   （ＯＵＴ＊） 

 

アナロググランド 

○   （ＡＧＮＤ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 Ｄ／Ａコンバータ出力回路 
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２． Ａ／Ｄコンバータの入力回路は差動入力回路となっています。入力端子は 

 

     ＋ＩＮ＊    バッファーアンプの正転入力 

     －ＩＮ＊    バッファーアンプの反転入力 

     ＡＧＮＤ    アナロググランド 

 

で１組の入力回路を構成しています。入出力用コネクターの信号配置は表２９、表３０ 

を参照して下さい。 

 

【注意】Ａ／Ｄコンバータの未使用回路の入力は 

アナログ非反転入力には、＋１０Ｖか－１０Ｖに接続して下さい。 

アナログ反転入力には、ＡＧＮＤに接続して下さい。 

 

 
 

 

○ アナログ非反転入力 

（＋ＩＮ＊） 

○ アナログ反転入力 

    （－ＩＮ＊） 

アナロググランド 

○   （ＡＧＮＤ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 Ａ／Ｄコンバータ入力回路 
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  3.  Ａ／Ｄ入力の標準的な接続方法 

 

  ＡＤＳＰ３２ＸシリーズのＡ／Ｄ・Ｄ／ＡボードのＡ／Ｄ入力仕様は作動入力となっています。作動

入力の最大の利点は、信号源からＡ／Ｄ入力端までの配線に対し電磁誘導等で発生するコモンモードノ

イズを除去する事により高品質の信号を取得出来る点にあります。この機能を有効に利用するには作動

入力に適した配線を行なわないといけません。 

簡易的に配線を簡略化する場合にも作動入力に適合した配線が必用です。そうしないと正しい入力が出

来ない場合がありますので注意が必用です。 

 

○接続例 
 ○ ２芯ツイストシールド線を使った理想的な配線
 
 
 
 信号源

～ 

 
＋IN～ 

 
 
 －IN～
 

AGND 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 単芯シールド線を使った簡略的な配線（作動入力の意味は失われています） 
 
 信号源

～

 
＋IN～ 

 
 

 －IN～

 AGND

 

 
何れの場合も、－IN～と AGNDは必ず接続してください。 
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3 初期設定 

 

 本ボードで初期設定が必要なものはディップスイッチ【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０４】とメ

モリマップされたレジスタがあります。ディップスイッチの設定は大きく分けて２つの部分から構

成されています。 

 

１． ボードアドレス 

２． 割り込みフラグの設定 

 

  またレジスタには 

 

１． 割り込みコントロール、サンプリング・クロックの選択、割り込み源の選択 

 

  などがあり、機能内容の選択のために初期設定を行います。 

 

【注意】ディップスイッチは論理下記のように定義されています。 

 

      DSW***  １２３４ 

 O N 

 OFF 

■■■■ 

 

DSW***の１～４の設定はすべて“ＯＮ” 

の状態を示しています 

 

 Ｏ Ｎ ＯＦＦ 

論 理 ０ １ 

 

表 2 ディップスイッチの論理表 
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3.1 ボードアドレスの設定 

 

 ＡＤＳＰ３２４－１４１はアドレスラインのＡ００～Ａ０４をデコードし２０ｈ（３２）ワードの領

域を使用します。そして【ＤＳＷ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使ってＡ０５～Ａ２３

のアドレスを設定し９０００００ｈ～９０ＦＦＦＦｈの６４Ｋワードの領域内に割り付けます。表３に

【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０３】のアドレス信号割り付けと図５に設定例を示します。また、拡張

ボードは１台のＤＳＰボードに対し８台まで接続することができますのでアドレスが重ならないよう設

定します。 

 

 

ＤＳＷ１０１ ＤＳＷ１０２ ＤＳＷ１０３ 

DSW101 信 号 名 DSW102 信 号 名 DSW102 信 号 名 

8 A23 8 A15 8 A07 

7 A22 7 A14 7 A06 

6 A21 6 A13 6 A05 

5 A20 5 A12 5 未使用 

4 A19 4 A11 4 未使用 

3 A18 3 A10 3 未使用 

2 A17 2 A09 2 未使用 

1 A16 

 

1 A08 

 

1 未使用 

 

表 3 ＤＳＷ１０１・ＤＳＷ１０２・ＤＳＷ１０３ 

 

 

   ボードアドレス：９００２８０ｈ 

 

DSW101 

１２３４５６７８

■■■■ ■■ 

    ■  ■

O N

OFF

DSW102 

１２３４５６７８

■ ■■■■■■

 ■ 

O N

OFF

DSW103 

１２３４５６７８ 

     ■■ 

■■■■■  ■ 

 

 

O N

OFF

 

 

 

 

       未使用  8          2    0          0    9 

 

 

図 5 ボードアドレスの設定 
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3.2 割り込みフラグ 

 

 割り込みフラグはどの周辺ボードが割り込みを発生しているかを識別するためのものです。各ボ

ード毎に任意のフラグを【ＤＳＷ１０４】を使って設定することができます。ＤＳＰボードはこの

割り込みフラグを９０ＦＦＦＦｈのＤ００～Ｄ０７より読み出すことができます。出荷時の設定を

図６に示します。 

 

ＤＳＷ１０４ 

DSW104 信 号 名 ９０ＦＦＦＦｈ 

８ 割込みフラグ８ Ｄ０７ 

７ 割込みフラグ７ Ｄ０６ 

６ 割込みフラグ６ Ｄ０５ 

５ 割込みフラグ５ Ｄ０４ 

４ 割込みフラグ４ Ｄ０３ 

３ 割込みフラグ３ Ｄ０２ 

２ 割込みフラグ２ Ｄ０１ 

１ 割込みフラグ１ Ｄ００ 

 

表 4 ＤＳＷ１０４ 

 

DSW104 

１２３４５６７８

 

■■■■■■■■

 

 

O N

OFF

 

 

 

図 6 割り込みフラグの設定 
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3.3 メモリマップ 

 

 本ボードのベースアドレスを９００２８０ｈに設定した場合のメモリマップを表５に示します。割り

込みコントロール・レジスタ、は操作内容により初期設定が必要になります。 

 

本ボード 

アドレス 
ADSP324-00A 

アドレス 
ADSP674-00

アドレス 
ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900280h 900280h 03000A00h A/D 変換開始 A/D･00 からのデータ入力

900281h 900281h 03000A04h A/D 変換開始 A/D･01 からのデータ入力

900282h 900282h 03000A08h A/D 変換開始 A/D･02 からのデータ入力

900283h 900283h 03000A0Ch A/D 変換開始 A/D･03 からのデータ入力

900284h 900284h 03000A10h A/D 変換開始 A/D･04 からのデータ入力

900285h 900285h 03000A14h A/D 変換開始 A/D･05 からのデータ入力

900286h 900286h 03000A18h A/D 変換開始 A/D･06 からのデータ入力

900287h 900287h 03000A1Ch A/D 変換開始 A/D･07 からのデータ入力

900280h 900280h 03000A20h A/D 変換開始 A/D･08 からのデータ入力

900289h 900289h 03000A24h A/D 変換開始 A/D･09 からのデータ入力

90028Ah 90028Ah 03000A28h A/D 変換開始 A/D･10 からのデータ入力

90028Bh 90028Bh 03000A2Ch A/D 変換開始 A/D･11 からのデータ入力

90028Ch 90028Ch 03000A30h A/D 変換開始 A/D･12 からのデータ入力

90028Dh 90028Dh 03000A34h A/D 変換開始 A/D･13 からのデータ入力

90028Eh 90028Eh 03000A38h A/D 変換開始 A/D･14 からのデータ入力

90028Fh 90028Fh 03000A3Ch A/D 変換開始 A/D･15 からのデータ入力

900290h 900290h 03000A40h D/A･00 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900291h 900291h 03000A44h D/A･01 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900292h 900292h 03000A48h D/A･02 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900293h 900293h 03000A4Ch D/A･03 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900294h 900294h 03000A50h D/A･04 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900295h 900295h 03000A54h D/A･05 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900296h 900296h 03000A58h D/A･06 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900297h 900297h 03000A5Ch D/A･07 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900298h 900298h 03000A60h D/A･08 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

900299h 900299h 03000A64h D/A･09 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ah 90029Ah 03000A68h D/A･10 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Bh 90029Bh 03000A6Ch D/A･11 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ch 90029Ch 03000A70h  Ａ／Ｄビジーフラグ 

90029Dh 90029Dh 03000A74h コントロール・レジスタ  

90029Eh 90029Eh 03000A78h   

90029Fh 90029Fh 03000A7Ch 割込みフラグリセット  

90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 

表 5 メモリマップ 
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3.4 コントロール・レジスタの設定 

 

 コントロール・レジスタの設定内容を表 6に示します。電源投入時、このレジスタはイニシャルリセ

ットされ【０】になっています。よってＤＳＰによる変換開始で割り込みは発生しません。 

この設定により、Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータや、割り込みによる動作が設定できます。 

詳細は4.1と6.5を参照して下さい。 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 

ｂｉｔ３ 割込み不可 割込み可 

ｂｉｔ２ 同期 非同期 

ｂｉｔ１ ＴＣＬＫ０による変換開始 ＥＸＴＣＬＫによる変換開始 

ｂｉｔ０ ＤＳＰによる変換開始 外部クロックによる変換開始 

 

表 6 コントロール・レジスタの設定内容 
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4 動作モード 

4.1 サンプリング・クロックの選択 

 

 本ボードのサンプリングモードは表 7の様に４種類の中から選択する事ができます。そしてサンプリ

ングを外部変換開始信号に同期させてＡ／ＤコンバータとＤ／Ａコンバータの各チャンネルを同時に変

換させることも可能です。さらに４種類のモード全てに於いてＡ／Ｄ変換終了の確認をＡ／Ｄ変換終了

割り込みを使って知ることができます。 

 

 □ＥＸＴＣＬＫ ボードの外部からサンプリング信号を与え変換を開始させる時に使用します。 

         入力信号はＴＴＬレベルで負論理で立ち下がりのエッヂに同期されます。複数 

         台にＥＸＴＣＬＫを入力すれば複数台の同時サンプリングが可能となります。 

         Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無く 

         効率的です。5.1を参照して下さい。 

 

□ＴＣＬＫ０  ＤＳＰ内のオンチップタイマの【タイマ０】で生成されたパルスを出力する 

 ピンの信号がＤＳＰ拡張バスに出力されています。 

        この信号を利用する事により複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードに同期を掛ける 

        事ができます。この場合タイマ０の割り込みは使用しません。 

        Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無 

        く効率的です。4.2、5.1を参照して下さい。 

 

□ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ  ＤＳＰ内のオンチップタイマの【タイマ０】或いは、【タイマ１】を使ってサ 

 ンプリング周期を決め周期毎に割り込みを発生させ 

        て割り込み処理ルーチンの中でＡ／Ｄコンバータの読み出しや、Ａ／Ｄコン 

        バータの変換開始、Ｄ／Ａコンバータへの出力を行います。 

 

□任  意   任意のタイミングでＡ／Ｄ変換・Ｄ／Ａ変換を行います。 

 

【注意】 ●複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードを使用する場合は１台のみ割り込みを可能となるよ 

      う設定して下さい。 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ＥＸＴＣＬＫ ＴＣＬＫ０ ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込 任意ﾀｲﾐﾝｸﾞ 

変換開始モード 自動変換 自動変換 ＤＳＰ起動 ＤＳＰ起動 

ｂｉｔ０ １ １ ０ ０ 

ｂｉｔ１ １ ０ ０ ０ 

用 途 

外部信号にｻﾝﾌﾟ

ﾘﾝｸﾞを同期させ

て行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰのｸﾛ

ｯｸｱｳﾄ信号にｻﾝ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞを同期さ

せて複数台を同

時に行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰの割

り込みにｻﾝﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞを同期させて

行う 

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞで

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行う

 

表 7 サンプリング信号の選択 
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ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込みに同期 

任意タイミング 

ＥＸＴＣＬＫ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit1:1 

ＴＣＬＫ０ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit1:0 

外部クロック 

による変換開始 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 

bit0:1 

ＤＳＰのライト 

による変換開始 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 

bit0:0 

変換モードの選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 変換開始モードの選択 
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4.2 オンチップタイマの設定 

 

 オンチップタイマを使用するためにはグローバル制御レジスタとタイマ周期レジスタの初期設定をし

なければなりません。そしてタイマ・カウンタ・レジスタはタイマ周期に至る途中の値を示しており、

これらのレジスタはＤＳＰチップ内にあります。タイマ関連のメモリマップを表 8に示します。そして

本ボードのサンプリングをオンチップタイマのクロックアウト信号（＊ＴＣＬＫ０）による自動変換を

行うために【タイマ０】に関連したレジスタを設定しなければなりません。そのためタイマ０のグロー

バル制御レジスタは表 9の様に設定しなければなりません。尚タイマのスタートとストップはＧＯと＊

ＨＬＤを表 10のように設定します。 

さらにタイマ周期の設定は次の計算式により決定されます。 

 

  例）ＡＤＳＰ３２４－００Ａ（５０Ｍｈｚ）の場合 

 

   タイマクロック   ＝ ＤＳＰクロック ÷ ４（定数） 

 

             ＝ ５０Ｍｈｚ ÷ ４ 

 

             ＝ １２．５Ｍｈｚ 

 

   タイマ出力周波数  ＝ タイマクロック（１２．５Ｍｈｚ） ÷ 周期レジスタ 

 

 タイマ０ タイマ１ 

グローバル制御レジスタ ８０８０２０ｈ ８０８０３０ｈ 

タイマ・カウンタ・レジスタ ８０８０２４ｈ ８０８０３４ｈ 

タイマ周期レジスタ ８０８０２８ｈ ８０８０３８ｈ 

 

表 8 タイマ関連のメモリマップ 

 

 

グローバル制御レジスタ 

ｂｉｔ 名 称 論 理 機 能 

０ ＦＵＮＫ １ ＴＬＣＫはタイマピンとなる 

６ ＧＯ １／０ ＧＯ＝１ ＆ ／ＨＬＤ＝１ ：タイマスタート 

７ ＊ＨＬＤ １／０ ＧＯ＝０ ＆ ／ＨＬＤ＝０ ：タイマストップ 

８ Ｃ／＊Ｐ ０ パルスモードを選択。パルス幅は１／ｆ（Ｈ１） 

９ ＣＬＫＳＲ １ タイマ・カウンタは内部クロックをカウントする 

１０ ＩＮＶ １ ＴＬＣＫの出力は反転されて負論理となる 

 

表 9 グローバル制御レジスタ 

 

 ＧＯ（ｂｉｔ６） ＊ＨＬＤ（ｂｉｔ７）

スタート １ １ 

ストップ ０ ０ 

 

表 10 オンチップタイマのスタートとストップ 
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4.3 オンチップタイマによる割り込みの生成 

 

 オンチップタイマはタイマ・カウンタ・レジスタの値がタイマ周期レジスタの値に到達する度に割り

込みを発生させることができます。タイマ周期毎に割り込みを発生させるためにはＩＥレジスタ（イン

タラプト・イネーブル・レジスタ：表 11）のタイマ０、タイマ１に対応したＢＩＴを１にします。オン

チップタイマの周期毎の割り込み時にＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータのサンプリング等を行います。またＩ

Ｆレジスタ（表 12）のビットの値が【１】になっているところは割り込みがあったかどうかを示してい

ます。そして割り込みフラグを確認した後、次の割り込みのためにそのフラグをリセットしておきます。

割り込みが発生したときに処理するべきプログラムのアドレスを割り込みベクタアドレス（表 13）に格

納しておきます。 

 

【注意】 

 

 ●ＤＳＰはステータスレジスタ（ＳＴ）のＧＩＥ（ｂｉｔ１３）の値が【１】に設定されて 

  いなければ割り込みには応答できません。 

 

  ●本ボードが発生する割り込みはＤＳＰの【ＩＮＴ３】です。 

 

ｂｉｔ ＩＥレジスタ ｂｉｔ ＩＦレジスタ 

８ ＥＴＩＮＴ０ タイマ０割り込み ８ ＴＩＮＴ０ タイマ０割り込み

９ ＥＴＩＮＴ１ タイマ１割り込み ９ ＴＩＮＴ１ タイマ１割り込み

３ ＩＮＴ３ ＩＮＴ３割り込み

 

３ ＩＮＴ３ ＩＮＴ３割り込み

 

表 11 ＩＥレジスタ 表 12 ＩＦレジスタ 

 

 

割り込みベクタアドレス 

ＩＮＴ３ ０４ｈ 

ＴＩＮＴ０ ０９ｈ 

ＴＩＮＴ１ ０Ａｈ 

 

表 13 割り込みベクタアドレス 
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5 割り込み 

 

 ＤＳＰボードに対する割り込みの発生は『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』があります。 

 

 割り込み源は割り込みコントロールレジスタの設定によりソフトウェア的に割り込みをマスクするこ

とができます。（6.5参照）また、割り込みが発生した場合に『割り込みフラグレジスタ』を読み出すこ

とによりどのボードが割り込みを発生したかの確認ができます。 

 

【注意】 

 複数台の本ボードを使用し、１種類の外部クロックに同期して変換を行う場合にはその内の１台のみ

割り込みを可能となるよう設定して下さい。 

 

割り込みフラグレジスタ 

 

 割り込みフラグレジスタはどのボードが割り込みを発生しているかを識別するためのレジスタでこの

レジスタは【９０ＦＦＦＦｈ】にマップされています。割り込みが発生しているビットには【０】がセ

ットされ、割り込みの無いビットには【１】がセットされます。そして本ボードが割り込みを発生した

ときに、この割り込みフラグレジスタのどのビットに【０】を立てるかを【ＤＳＷ１０４】を使って選

択します。割り込みの識別できる数は８つです。割り込みフラグレジスタは【ｂｉｔ０】～【ｂｉｔ７】

までの８ｂｉｔで構成され、【ｂｉｔ８】～【ｂｉｔ３１】までは常に【１】となっています。 

 そして割り込みを示している【ｂｉｔ】のみリセットする場合は【ベースアドレス＋１Ｆｈ】番地に

書き込み動作を行う事により（データは何でも良い）そのボードのフラグビットをリセットすることが

できます。また【９０ＦＦＦＦｈ】に書き込み動作を行う事により全ボードをリセットする事ができま

す。 

 

割込みフラグレジスタ ＲＥＡＤ ＷＲＩＴＥ 

ベースアドレス＋１Ｆｈ  本ボードリセット 

９０ＦＦＦＦｈ レジスタ読み込み 全ボードリセット 

 

表 14 割り込みフラグレジスタのメモリマップ 
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割り込みフラグレジスタ 

ｂｉｔ 割り込み有り 割り込み無し ＤＳＷ１０４

３１ 

・ 

・ 

８ 

―――― 

―――― 

―――― 

―――― 

１ 

１ 

１ 

１ 

―――― 

―――― 

―――― 

―――― 

７ ０ １ ８ 

６ ０ １ ７ 

５ ０ １ ６ 

４ ０ １ ５ 

３ ０ １ ４ 

２ ０ １ ３ 

１ ０ １ ２ 

０ ０ １ １ 

 

表 15 割り込みフラグレジスタの構成 

 

 

ＤＳＷ１０４ Ｏ Ｎ ＯＦＦ 接続先 

８ 接 続 否接続 Ｄ０７ 

７ 接 続 否接続 Ｄ０６ 

６ 接 続 否接続 Ｄ０５ 

５ 接 続 否接続 Ｄ０４ 

４ 接 続 否接続 Ｄ０３ 

３ 接 続 否接続 Ｄ０２ 

２ 接 続 否接続 Ｄ０１ 

１ 接 続 否接続 Ｄ００ 

 

表 16 ＤＳＷ１０４の割り込みフラグレジスタへの割付 
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5.1  Ａ／Ｄ変換終了割込み（Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換（同期））の使用例 

 

 自動変換機能を行っているときに、外部変換開始信号に同期してＡ／Ｄコンバータは変換が開始され、

またＤ／Ａコンバータは前回Ｄ／Ａコンバータのバッファに貯えられたデータを出力します。そしてＡ

／ＤコンバータがＡ／Ｄ変換終了の割込みを発生するとＤＳＰは『ＩＮＴ３』のベクタアドレスに格納

されている割り込み処理ルーチンにジャンプし、割り込みフラグレジスタを読み込みます。さらにＤＳ

Ｐはユーザの『ある処理』を行いその結果をＤ／Ａコンバータのバッファに書き込み一時的にデータを

蓄え次回の外部変換開始信号に備えます。 

 

 

外部変換開始信号 

 

 

Ａ／Ｄ変換開始 

 

 

バッファデータを 

Ｄ／Ａに出力 

 

Ａ／Ｄ変換中 

（BUSY FLAG） 

 

Ａ／Ｄ変換終了 

割込み発生 

 

割り込みフラグ 

レジスタ読込み 

 

Ａ／Ｄデータ 

読込み 

 

出力データを 

バッファへラッチ 

 

 

図 8 Ａ／Ｄ変換終了割り込み（同期）を使ったＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換タイムチャート 
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6 ボードの制御とメモリマップ 

 

 本ボードは２０ｈ（３２番地）のメモリ領域を使用しています。本ボードのベースアドレスは【ＤＳ

Ｗ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使い設定します。本ボードを複数台使用した場合は各

ボードのメモリマップが重ならないようにベースアドレスを設定します。 

 

  ボードのソフトウェアによる制御には 

 

１． Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 

２． Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 

３． Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込み 

４． Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 

５． コントロール・レジスタの設定 

 

  等があります。 

 

   

本ボード 

アドレス 
ADSP324-00A 

アドレス 
ADSP674-00

アドレス 
ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900280h 900280h 03000A00h A/D 変換開始 A/D･00 からのデータ入力

900281h 900281h 03000A04h A/D 変換開始 A/D･01 からのデータ入力

900282h 900282h 03000A08h A/D 変換開始 A/D･02 からのデータ入力

900283h 900283h 03000A0Ch A/D 変換開始 A/D･03 からのデータ入力

900284h 900284h 03000A10h A/D 変換開始 A/D･04 からのデータ入力

900285h 900285h 03000A14h A/D 変換開始 A/D･05 からのデータ入力

900286h 900286h 03000A18h A/D 変換開始 A/D･06 からのデータ入力

900287h 900287h 03000A1Ch A/D 変換開始 A/D･07 からのデータ入力

900280h 900280h 03000A20h A/D 変換開始 A/D･08 からのデータ入力

900289h 900289h 03000A24h A/D 変換開始 A/D･09 からのデータ入力

90028Ah 90028Ah 03000A28h A/D 変換開始 A/D･10 からのデータ入力

90028Bh 90028Bh 03000A2Ch A/D 変換開始 A/D･11 からのデータ入力

90028Ch 90028Ch 03000A30h A/D 変換開始 A/D･12 からのデータ入力

90028Dh 90028Dh 03000A34h A/D 変換開始 A/D･13 からのデータ入力

90028Eh 90028Eh 03000A38h A/D 変換開始 A/D･14 からのデータ入力

90028Fh 90028Fh 03000A3Ch A/D 変換開始 A/D･15 からのデータ入力

900290h 900290h 03000A40h D/A･00 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900291h 900291h 03000A44h D/A･01 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900292h 900292h 03000A48h D/A･02 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900293h 900293h 03000A4Ch D/A･03 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900294h 900294h 03000A50h D/A･04 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900295h 900295h 03000A54h D/A･05 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900296h 900296h 03000A58h D/A･06 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900297h 900297h 03000A5Ch D/A･07 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900298h 900298h 03000A60h D/A･08 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

900299h 900299h 03000A64h D/A･09 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ah 90029Ah 03000A68h D/A･10 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  
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90029Bh 90029Bh 03000A6Ch D/A･11 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ch 90029Ch 03000A70h  Ａ／Ｄビジーフラグ 

90029Dh 90029Dh 03000A74h コントロール・レジスタ  

90029Eh 90029Eh 03000A78h   

90029Fh 90029Fh 03000A7Ch 割込みフラグリセット  

90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 

表 17にベースアドレスを【９００２８０ｈ】に設定した場合のメモリマップを示します。 
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本ボード 

アドレス 
ADSP324-00A 

アドレス 
ADSP674-00

アドレス 
ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900280h 900280h 03000A00h A/D 変換開始 A/D･00 からのデータ入力

900281h 900281h 03000A04h A/D 変換開始 A/D･01 からのデータ入力

900282h 900282h 03000A08h A/D 変換開始 A/D･02 からのデータ入力

900283h 900283h 03000A0Ch A/D 変換開始 A/D･03 からのデータ入力

900284h 900284h 03000A10h A/D 変換開始 A/D･04 からのデータ入力

900285h 900285h 03000A14h A/D 変換開始 A/D･05 からのデータ入力

900286h 900286h 03000A18h A/D 変換開始 A/D･06 からのデータ入力

900287h 900287h 03000A1Ch A/D 変換開始 A/D･07 からのデータ入力

900280h 900280h 03000A20h A/D 変換開始 A/D･08 からのデータ入力

900289h 900289h 03000A24h A/D 変換開始 A/D･09 からのデータ入力

90028Ah 90028Ah 03000A28h A/D 変換開始 A/D･10 からのデータ入力

90028Bh 90028Bh 03000A2Ch A/D 変換開始 A/D･11 からのデータ入力

90028Ch 90028Ch 03000A30h A/D 変換開始 A/D･12 からのデータ入力

90028Dh 90028Dh 03000A34h A/D 変換開始 A/D･13 からのデータ入力

90028Eh 90028Eh 03000A38h A/D 変換開始 A/D･14 からのデータ入力

90028Fh 90028Fh 03000A3Ch A/D 変換開始 A/D･15 からのデータ入力

900290h 900290h 03000A40h D/A･00 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900291h 900291h 03000A44h D/A･01 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900292h 900292h 03000A48h D/A･02 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900293h 900293h 03000A4Ch D/A･03 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900294h 900294h 03000A50h D/A･04 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900295h 900295h 03000A54h D/A･05 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900296h 900296h 03000A58h D/A･06 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900297h 900297h 03000A5Ch D/A･07 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900298h 900298h 03000A60h D/A･08 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

900299h 900299h 03000A64h D/A･09 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ah 90029Ah 03000A68h D/A･10 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Bh 90029Bh 03000A6Ch D/A･11 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ch 90029Ch 03000A70h  Ａ／Ｄビジーフラグ 

90029Dh 90029Dh 03000A74h コントロール・レジスタ  

90029Eh 90029Eh 03000A78h   

90029Fh 90029Fh 03000A7Ch 割込みフラグリセット  

90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 

表 17 メモリマップ 
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6.1  Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 

 

 Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令は各ボード上の【ベースアドレス＋０ｈ】～【ベースアドレス＋Ｆ

ｈ】間の１つの番地にメモリ書き込み動作を行うことにより実行されます。変換開始指令について本ボ

ードは、アドレスの下位４ビット以上をデコードしているので【ベースアドレス＋０ｈ】～【ベースア

ドレス＋Ｆｈ】間のどのアドレスに書き込みを行っても１６ｃｈのＡ／Ｄコンバータに同時に変換開始

指令が発せられます。 

 

 Ａ／Ｄコンバータの制御手順は、まず始めにＡ／Ｄコンバータに変換指令を与えます。Ａ／Ｄコンバ

ータはメモリ空間にマップされていますのでそのアドレスに書き込み動作を行うことにより変換を開始

させることができます。その後３００ｎｓ後にビジーフラグを入力し、変換が終了したか（ビジーフラ

グ＝１）を調べます。変換終了を確認した後に変換データを取り出します。変換中（ビジーフラグ＝０）

のデータは正しい変換データではありません。尚、変換終了割り込みを利用することによりビジーフラ

グのチェックをせずにデータの取り込みを行うことも可能です。 

 

 

        １ 

変換指令    ０ 

 

        １ 

ビジーフラグ  ０ 

 

        １ 

変換データ読込 ０ 

 

図 9 Ａ／Ｄコンバータの制御タイミングチャート 

 

6.2  Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 

 

 Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出しは、各ボードのベースアドレスを含めた１６番地の間でベ

ースアドレスから順にＡ／Ｄコンバータのアドレスが割り当てられているので、各チャンネルに対応し

たアドレスからメモリデータの読み出し動作を行うことにより実現されます。変換データの読み出しア

ドレスの詳細は 

本ボード 

アドレス 
ADSP324-00A 

アドレス 
ADSP674-00

アドレス 
ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900280h 900280h 03000A00h A/D 変換開始 A/D･00 からのデータ入力

900281h 900281h 03000A04h A/D 変換開始 A/D･01 からのデータ入力

900282h 900282h 03000A08h A/D 変換開始 A/D･02 からのデータ入力

900283h 900283h 03000A0Ch A/D 変換開始 A/D･03 からのデータ入力

900284h 900284h 03000A10h A/D 変換開始 A/D･04 からのデータ入力

900285h 900285h 03000A14h A/D 変換開始 A/D･05 からのデータ入力

900286h 900286h 03000A18h A/D 変換開始 A/D･06 からのデータ入力

900287h 900287h 03000A1Ch A/D 変換開始 A/D･07 からのデータ入力

900280h 900280h 03000A20h A/D 変換開始 A/D･08 からのデータ入力

900289h 900289h 03000A24h A/D 変換開始 A/D･09 からのデータ入力

90028Ah 90028Ah 03000A28h A/D 変換開始 A/D･10 からのデータ入力

300ns 
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90028Bh 90028Bh 03000A2Ch A/D 変換開始 A/D･11 からのデータ入力

90028Ch 90028Ch 03000A30h A/D 変換開始 A/D･12 からのデータ入力

90028Dh 90028Dh 03000A34h A/D 変換開始 A/D･13 からのデータ入力

90028Eh 90028Eh 03000A38h A/D 変換開始 A/D･14 からのデータ入力

90028Fh 90028Fh 03000A3Ch A/D 変換開始 A/D･15 からのデータ入力

900290h 900290h 03000A40h D/A･00 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900291h 900291h 03000A44h D/A･01 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900292h 900292h 03000A48h D/A･02 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900293h 900293h 03000A4Ch D/A･03 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900294h 900294h 03000A50h D/A･04 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900295h 900295h 03000A54h D/A･05 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900296h 900296h 03000A58h D/A･06 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900297h 900297h 03000A5Ch D/A･07 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900298h 900298h 03000A60h D/A･08 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

900299h 900299h 03000A64h D/A･09 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ah 90029Ah 03000A68h D/A･10 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Bh 90029Bh 03000A6Ch D/A･11 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ch 90029Ch 03000A70h  Ａ／Ｄビジーフラグ 

90029Dh 90029Dh 03000A74h コントロール・レジスタ  

90029Eh 90029Eh 03000A78h   

90029Fh 90029Fh 03000A7Ch 割込みフラグリセット  

90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 

表 17を参照して下さい。 

 

6.3  Ｄ／Ａコンバータへのデータ書き込み 

 

 Ｄ／Ａコンバータのアナログ電圧出力は、Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込みにより実現されま

す。またＤ／Ａコンバータの出力モードには２つのモードがありコントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】

の設定により動作が異なります。このビットが【０】の時データは直接Ｄ／Ａコンバータに直接書き込

まれアナログ出力はすぐに変化します。一方【１】の場合はデータはバッファ回路にラッチ（記憶）さ

れます。そして【ＴＣＬＫ０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】の何れかに同期してＤ／Ａコンバータに書き

込まれます。（表６）この時にＡ／Ｄコンバータも同期して変換を開始します。 

そしてコントロールレジスタ【ｂｉｔ０】【１】、【ｂｉｔ２】【１】の場合はデータの書き込みにより変

換します。この時Ａ／Ｄコンバータは外部ＣＬＫに同期しています。 
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 各ボードの【ベースアドレス＋１０ｈ】～【ベースアドレス＋１Ｂｈ】の間にＤ／Ａコンバータのア

ドレスが割り当てられているので、各チャンネルに対応したメモリアドレスにアナログ電圧に相当した

データを書き込みます。変換データの書き込みアドレスの詳細は 

本ボード 

アドレス 
ADSP324-00A 

アドレス 
ADSP674-00

アドレス 
ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900280h 900280h 03000A00h A/D 変換開始 A/D･00 からのデータ入力

900281h 900281h 03000A04h A/D 変換開始 A/D･01 からのデータ入力

900282h 900282h 03000A08h A/D 変換開始 A/D･02 からのデータ入力

900283h 900283h 03000A0Ch A/D 変換開始 A/D･03 からのデータ入力

900284h 900284h 03000A10h A/D 変換開始 A/D･04 からのデータ入力

900285h 900285h 03000A14h A/D 変換開始 A/D･05 からのデータ入力

900286h 900286h 03000A18h A/D 変換開始 A/D･06 からのデータ入力

900287h 900287h 03000A1Ch A/D 変換開始 A/D･07 からのデータ入力

900280h 900280h 03000A20h A/D 変換開始 A/D･08 からのデータ入力

900289h 900289h 03000A24h A/D 変換開始 A/D･09 からのデータ入力

90028Ah 90028Ah 03000A28h A/D 変換開始 A/D･10 からのデータ入力

90028Bh 90028Bh 03000A2Ch A/D 変換開始 A/D･11 からのデータ入力

90028Ch 90028Ch 03000A30h A/D 変換開始 A/D･12 からのデータ入力

90028Dh 90028Dh 03000A34h A/D 変換開始 A/D･13 からのデータ入力

90028Eh 90028Eh 03000A38h A/D 変換開始 A/D･14 からのデータ入力

90028Fh 90028Fh 03000A3Ch A/D 変換開始 A/D･15 からのデータ入力

900290h 900290h 03000A40h D/A･00 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900291h 900291h 03000A44h D/A･01 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900292h 900292h 03000A48h D/A･02 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900293h 900293h 03000A4Ch D/A･03 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900294h 900294h 03000A50h D/A･04 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900295h 900295h 03000A54h D/A･05 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900296h 900296h 03000A58h D/A･06 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900297h 900297h 03000A5Ch D/A･07 へのﾃﾞｰﾀ出力  

900298h 900298h 03000A60h D/A･08 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

900299h 900299h 03000A64h D/A･09 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ah 90029Ah 03000A68h D/A･10 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Bh 90029Bh 03000A6Ch D/A･11 へのﾃﾞｰﾀ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  

90029Ch 90029Ch 03000A70h  Ａ／Ｄビジーフラグ 

90029Dh 90029Dh 03000A74h コントロール・レジスタ  

90029Eh 90029Eh 03000A78h   

90029Fh 90029Fh 03000A7Ch 割込みフラグリセット  

90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 

表 17を参照して下さい。 

 

6.4  Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 

 

 ビジーフラグは各ボードの【ベースアドレス＋１Ｃｈ】にあり、その番地からデータを読み出すこと

によりＡ／Ｄコンバータが現在変換中かどうかを調べることができます。変換中はＡ／Ｄコンバータか
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ら読み出したデータは正しいものではありません。ビジーフラグがアクティブでなくなった後に正しい

変換データを読み出します。尚、変換終了割り込みを利用する事によりビジーフラグのチェックをせず

にデータの取り込みを行う事も可能です。（参照5.1） 

 

ビジーフラグ 意 味 

０ 変換中 

１ 変換終了 

 

表 18 ビジーフラグの定義 

 

 また各ボードの【ベースアドレス＋１Ｃｈ】から読み出したビジーフラグデータのビットマップは表 

19の様に定義されています。 

 

ｂｉｔ 定     義 

０ Ａ／Ｄ・００ ＢＵＳＹ 

１ Ａ／Ｄ・０１ ＢＵＳＹ 

２ Ａ／Ｄ・０２ ＢＵＳＹ 

３ Ａ／Ｄ・０３ ＢＵＳＹ 

４ Ａ／Ｄ・０４ ＢＵＳＹ 

・ ・ 

・ ・ 

１５ Ａ／Ｄ・１５ ＢＵＳＹ 

・ １ 

・ １ 

３１ １ 

 

表 19 ビジーフラグ読み出しデータのビットマップ 
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6.5  コントロール・レジスタの設定と動作 

 

6.5.1 ＤＳＰデータの書き込みによるＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ変換 

 

 コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】～【ｂｉｔ３】を【０】にすることにより、ＤＳＰからの書き

こみによってＡ／Ｄコンバータは全チャンネル、Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごと変換をおこない

ます。表 20参照 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 

ｂｉｔ３ 割込み不可 割込み可 

ｂｉｔ２ 同期 非同期 

ｂｉｔ１ ＴＣＬＫ０による変換開始 ＥＸＴＣＬＫによる変換開始 

ｂｉｔ０ ＤＳＰによる変換開始 外部クロックによる変換開始 

 

表 20 割コントロールレジスタ 

 

6.5.2 Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータの同期変換 

 

 コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】を【１】と【ｂｉｔ２】を【０】にすることにより【ＴＣＬＫ

０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】の何れか（【ｂｉｔ１】にて設定）に同期してＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ

を同時変換することができます。表 20参照 

 

6.5.3 Ａ／Ｄコンバータのみ同期変換（Ｄ／Ａコンバータはデータの書き込み変換） 

 

 コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】を【１】と【ｂｉｔ２】を【１】にすることにより【ＴＣＬＫ

０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】の何れか（【ｂｉｔ１】にて設定）に同期してＡ／Ｄコンバータのみを同

時変換することができます。Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごとのデータの書き込みにより変換をお

こないます。表 20参照 

 

6.5.4 割り込み信号のマスク制御 

 

 『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』の発生はコントロール・レジスタの【ｂｉｔ３】を【１】にすると

割り込み可となり【０】にするとマスクすることができます。割り込み信号源はサンプリングコン

トロール【ｂｉｔ１】により選択することができます。表 20参照 
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7  Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換データの関係 

 

7.1 入力電圧とＡ／Ｄ変換データの関係 

 

 入力電圧とＡ／Ｄコンバータの変換データとの関係を表 21に示します。Ａ／Ｄ変換データの未使用ビ

ット（１６ｂｉｔ～３１ｂｉｔ）は１５ｂｉｔと同じになります。 

12bit A/D ｺﾝﾊﾞｰﾀですが、ﾃﾞｰﾀの扱いは 16bit で扱われます。下位 4bit は常に【0】です。 

 

入力電圧範囲 ±１０Ｖ Ａ／Ｄ変換データ 

９．９９５１２Ｖ以上 ７ＦＦ０ｈ 

… … 

４．８８ｍＶ ００１０ｈ 

０Ｖ ００００ｈ 

－４．８８ｍＶ ＦＦＦ０ｈ 

… … 

－１０Ｖ以下 ８０００ｈ 

 

表 21 理想入力電圧とＡ／Ｄ変換データ 
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7.2  出力データとＤ／Ａコンバータの変換電圧との関係 

 

   出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧との関係を表 22に示します。 

 

出力電圧範囲 ±１０Ｖ 

出力データ 変換出力電圧 

７ＦＦＦｈ ９．９９９６９５Ｖ 

… … 

０００１ｈ ０．０００３０５Ｖ 

００００ｈ ０Ｖ 

ＦＦＦＦｈ －０．０００３０５Ｖ 

… … 

８０００ｈ －１０Ｖ 

 

表 22 出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧 
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8  Ａ／Ｄコンバータの校正 

 

 本ボードには経時変化による、オフセット電圧やゲイン電圧の調整が必要です。入力段アンプを含め

たＡ／Ｄコンバータの校正は次の手順に従って行って下さい。 

 

① オフセット調整 

② ゲイン調整 

③ オフセット調整とゲイン調整を何度か繰り返し調整を行って下さい。 

 

8.1 オフセット調整 

 

  オフセット調整は各Ａ／Ｄコンバータの入力電圧範囲に応じた電圧を与えます。 

 

入力電圧範囲 設定電圧 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ －１０Ｖ＋１／２ＬＳＢ＝－９．９９７６

 

表 23 Ａ／Ｄコンバータオフセット調整時の入力電圧 

 

  そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【８０００ｈ～８０１０ｈ】 

 

          １０００ ００００ ００００ ００００ 

          MSB        ↑        LSB 

          MSB        ↓        LSB 

          １０００ ００００ ０００１ ００００ 

 

  間でフリッカーする様にオフセットＶＲで調整します。（表 24） 
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 ±１０Ｖ 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ ゲインＶＲ 

０ ＶＲ１０１ ＶＲ１１７ 

１ ＶＲ１０２ ＶＲ１１８ 

２ ＶＲ１０３ ＶＲ１１９ 

３ ＶＲ１０４ ＶＲ１２０ 

４ ＶＲ１０５ ＶＲ１２１ 

５ ＶＲ１０６ 

６ ＶＲ１０７ ＶＲ１２３ 

７ ＶＲ１０８ ＶＲ１２４ 

８ ＶＲ１０９ ＶＲ１２５ 

９ ＶＲ１１０ ＶＲ１２６ 

１０ ＶＲ１１１ ＶＲ１２７ 

１１ ＶＲ１１２ ＶＲ１２８ 

１２ ＶＲ１１３ ＶＲ１２９ 

１３ ＶＲ１１４ ＶＲ１３０ 

１４ ＶＲ１１５ ＶＲ１３１ 

１５ ＶＲ１１６ ＶＲ１３２ 

ＶＲ１２２ 

 

表 24 Ａ／Ｄコンバータ校正用ボリューム一覧表 

 

 

8.2  ゲイン調整 

 

   Ａ／Ｄコンバータには各入力電圧範囲に応じた、ゲイン調整が必要です。 

 

   ゲイン調整は各Ａ／Ｄコンバータの入力に入力電圧範囲に応じた電圧を与えます。 

 

入力電圧範囲 設定電圧 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ １０Ｖ－３／２ＬＳＢ＝９．９９２７Ｖ 

 

表 25 Ａ／Ｄコンバータゲイン調整時の入力電圧 

 

  そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【７ＦＥ０ｈ～７ＦＦ０ｈ】 

 

          ０１１１ １１１１ １１１０ ００００ 

          MSB        ↑        LSB 

          MSB        ↓        LSB 

          ０１１１ １１１１ １１１１ ００００ 

   

  間でフリッカーする様にスケールＶＲで調整します。（表 24） 

 

8.1オフセット調整と8.2ゲイン調整を何度か繰り返し調整を行って下さい。 
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9  Ｄ／Ａコンバータの校正 

 

   本ボードのＤ／Ａコンバータの出力電圧校正手順は次の通りです。 

 

9.1 出力電圧の校正 

 

   出力電圧の校正用ボリュームの一覧表を下記に示します。 

 

Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ スケールＶＲ 

００ ＶＲ１４１ ＶＲ１３３ 

０１ ＶＲ１４２ ＶＲ１３４ 

０２ ＶＲ１４３ ＶＲ１３５ 

０３ ＶＲ１４４ ＶＲ１３６ 

０４ ＶＲ１４５ ＶＲ１３７ 

０５ ＶＲ１４６ ＶＲ１３８ 

０６ ＶＲ１４７ ＶＲ１３９ 

０７ ＶＲ１４８ ＶＲ１４０ 

０８ ＶＲ１５３ ＶＲ１４９ 

０９ ＶＲ１５４ ＶＲ１５０ 

１０ ＶＲ１５５ ＶＲ１５１ 

１１ ＶＲ１５６ ＶＲ１５２ 

 

表 26  出力電圧の校正用ボリューム一覧表 

 

9.1.1 出力電圧のオフセット調整 

 

１． Ｄ／Ａコンバータに【８０００ｈ】を出力します。 

 

        １０００ ００００ ００００ ００００ 

 

２． 出力電圧が【－１０Ｖ】になる様オフセットＶＲで調整します。（表 26） 

 

9.1.2 出力電圧のスケール調整 

 

１． Ｄ／Ａコンバータに【７ＦＦＦｈ】を出力します。 

 

        ０１１１ １１１１ １１１１ １１１１ 

 

２． Ｄ／Ａコンバータの出力が、出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様ス 

ケールＶＲで調節します。（表 26） 

出力電圧範囲 出力比較電圧 

－１０～１０Ｖ １０Ｖ－１ＬＳＢ＝９．９９９６９５Ｖ 

 

表 27 Ｄ／Ａコンバータ出力のスケール調整時の出力電圧 
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10 アナログ入出力コネクタのピン配置 

 

ＣＮ１２ ＣＮ１３ 

NO 信 号 名 NO 信 号 名 NO 信 号 名 NO 信 号 名 

1201 A/D CH00+IN 1202 AGND 1301 A/D CH08+IN 1302 AGND 

1203 A/D CH00-IN 1204 AGND 1303 A/D CH08-IN 1304 AGND 

1205 A/D CH01+IN 1206 AGND 1305 A/D CH09+IN 1306 AGND 

1207 A/D CH01-IN 1208 AGND 1307 A/D CH09-IN 1308 AGND 

1209 A/D CH02+IN 1210 AGND 1309 A/D CH10+IN 1310 AGND 

1211 A/D CH02-IN 1212 AGND 1311 A/D CH10-IN 1312 AGND 

1213 A/D CH03+IN 1214 AGND 1313 A/D CH11+IN 1314 AGND 

1215 A/D CH03-IN 1216 AGND 1315 A/D CH11-IN 1316 AGND 

1217 A/D CH04+IN 1218 AGND 1317 A/D CH12+IN 1318 AGND 

1219 A/D CH04-IN 1220 AGND 1319 A/D CH12-IN 1320 AGND 

1221 A/D CH05+IN 1222 AGND 1321 A/D CH13+IN 1322 AGND 

1223 A/D CH05-IN 1224 AGND 1323 A/D CH13-IN 1324 AGND 

1225 A/D CH06+IN 1226 AGND 1325 A/D CH14+IN 1326 AGND 

1227 A/D CH06-IN 1228 AGND 1327 A/D CH14-IN 1328 AGND 

1229 A/D CH07+IN 1230 AGND 1329 A/D CH15+IN 1330 AGND 

1231 A/D CH07-IN 1232 AGND 1331 A/D CH15-IN 1332 AGND 

1233 D/A CH00 OUT 1234 AGND 1333 D/A CH04 OUT 1334 AGND 

1235 D/A CH01 OUT 1236 AGND 1335 D/A CH05 OUT 1336 AGND 

1237 D/A CH02 OUT 1238 AGND 1337 D/A CH06 OUT 1338 AGND 

1239 D/A CH03 OUT 1240 AGND 1339 D/A CH07 OUT 1340 AGND 

1341 D/A CH08 OUT 1342 AGND 

1343 D/A CH09 OUT 1344 AGND 

1345 D/A CH10 OUT 1346 AGND 

1347 D/A CH11 OUT 1348 AGND 

表 28 ＣＮ１２ 

 

 

 

 1349 *EXTCLK 1350 DGND 

ＣＮ１４ 表 29 ＣＮ１３ 

NO 信 号 名 NO 信 号 名 

1401 +5V(ｱﾅﾛｸﾞ電源) 1402 +5V(ｱﾅﾛｸﾞ電源)

1403 +5V 1404 +5V 

1405 +15V 1406 +15V 

1407 +15V 1408 +15V 

1409 AGND 1410 AGND 

1411 AGND 1412 AGND 

1413 -15V 1414 -15V 

1415 -15V 1416 -15V 

1417 NC 1418 NC 

1419 NC 1420 NC 

        表 30 ＣＮ１４ 
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   ○○○⑲⑰⑮⑬⑪⑨⑦⑤③① 

   ○○○⑳⑱⑯⑭⑫⑩⑧⑥④② 

 

 

 

図 10 ＣＮ１２、１３、１４のコネクターを挿入方向からみた図 

 

 

 

 

 

11 添付品 

 

品  名 型  式 数量 メーカー 

ソケットコネクタ ＳＰ－Ｄ４Ｃ４０ １ ＪＡＥ 

ソケットコネクタ ＳＰ－Ｄ４Ｃ５０ １ ＪＡＥ 

ソケットコネクタ ＳＰ－Ｄ４Ｃ２０ １ ＪＡＥ 

コンタクトピン ０３０－５１３０４－００１ １２０ ＪＡＥ 

 

表 31 添付品一覧 
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      ・ 本ボード及び本マニュアルの内容は製品の改良等のため予告無しに変更される 

        ことがありますので、ご了承下さい。 
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